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研究成果の概要（和文）：　本研究は、代表者らグループが2007～2012年度に実施した「若者の教育とキャリア
形成に関する調査」を踏まえ、①そのデータの詳細分析を行い、現代日本の若者の大人への移行をめぐる状況と
課題を社会に公表すること、②他の先進諸国の同種データと比較することで日本の若者の移行をめぐる特徴と課
題を明らかにすること、の２点を研究課題とした。①に関してはその成果を著書『危機のなかの若者たち』（東
京大学出版会、410 頁、2017年11月）として刊行した。②に関しては海外研究協力者の参加の下、イギリス・ド
イツ・スイスとの比較検討を行い、2017年3月国際ワークショップ（一般公開）等においてその結果を公表し
た。

研究成果の概要（英文）：The project, which was based on the result of Youth Cohort Study of Japan 
2007-2012,  has two aims. One is to draw a clear figure of young people’s transition for public by 
YCSJ data. The other is to characterise Japanese youth transition by international comparison. For 
the first aim, we published one large volume book: Youth in Crisis (Kiki no Naka no Wakamonotachi) 
in November, 2017. For the second aim, we have co-worked with British, German and Swiss colleagues 
to compare YCSJ data with counter data sets, and presented the result at open international workshop
 in March, 2017.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 1990 年代以降、若者の就労・離家・家族形
成など大人への移行が急速に長期化・複雑化
しその中でのリスクが拡大するもとで、その
実態把握とリスクに対応する諸政策・制度の
創設が大きな課題となってきた。とくにその
実態把握については、従来の統計的調査だけ
では対応できない複雑化のもとで、新たな把
握方法が強く求められてきた。そのため研究
代表者らは 2007～2012 年度に科学研究費補
助金（基盤研究(A)2007-2009 年度「大都市
における若年者の教育・職業の移行とキャリ
ア形成に関するコーホート研究」研究代表
者・乾彰夫、基盤研究(A)2010-2014 年度「若
年者の教育・職業の移行とキャリア形成に関
するコーホート研究」研究代表者・乾彰夫、
など）を受け、20 歳を起点とする 5年間のパ
ネル調査及び聞き取り調査「若者の教育とキ
ャリア形成に関する調査」（Youth Cohort 
Study of Japan,以下 YCSJ）を実施してきた。
この調査では、初年度サンプル 1687、最終年
度サンプル 891、５回の調査項目変数合計
2800 あまり、聞き取り調査データ 49 ケース
と、今日の若者の移行状況に関わる膨大で貴
重なデータを得ることができた。しかし 2014
年度までのプロジェクトにおいては、時間的
制約からそのデータの一部の解析にとどま
っていた。 
 
２．研究の目的 
 以上のような当初背景から、本研究ではこ
れら収集されたデータに基づいて、次の２つ
をその目的として設定した。 
（１）YCSJ データに基づき若者の移行の実像
と課題を明らかにする 
 第一は、上記データをもとに、若者の大人
への移行に関する実像を正確にかつ分かり
やすく描き、それを社会に公表することで、
今日の若者たちが大人への移行に際して直
面している問題や課題を広く社会に示して
いくことである。 
（２）国際比較により日本の若者の移行の特
徴と課題を明らかにする 
 第二は、このデータをヨーロッパなど他の
国々の同種パネル調査データと比較するこ
とで、今日の若者の移行をめぐる日本の特徴
と課題を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 研究課題（１）に関しては、主にパネル・
データ及び聞き取りデータを用いて、学校か
ら仕事への移行ならびに就労後の状況・意識
の変化、離家及び家族形成をめぐる状況及び
意識の変化、居住地域間の移動などを、ジェ
ンダー、出身家庭階層、本人学歴、出身地域
特性などの属性を加えて解析することで、今
日の若者の移行がどのような状況となって
おり、ジェンダー・家庭階層・出身地域など
の背景属性がそれにどのような影響を与え
ているかを明らかにする。またあわせて、社

会や働き方、自己などに関する諸意識が、背
景的諸属性や5年間の状況変化とどのように
関係しているかを明らかにする。 
 研究課題（２）に関しては、イギリス・ド
イツ・スイスの３カ国を対象に、それぞれの
国の研究者（海外研究協力者）と共同し、YCSJ
パネルデータ及び対応する各国の若者移行
パネル調査データを用いた比較分析を行う。 
 
４．研究成果 
（１）YCSJ データに基づき若者の移行の実像
と課題を明らかにする 
 本課題に関する研究成果として『危機のな
かの若者たち―教育とキャリアに関する５
年間の追跡調査』（乾彰夫・本田由紀・中村
高康編、東京大学出版会、全 410 頁、2017 年
11 月）を刊行した。本書の構成・概要は以下
の通り。 
Ⅰ 調査の目的と概要 
1 若者の「移行」をいかにしてとらえてい
るか―YCSJ の目的・方法・概要（中村高康） 
2 若者たちの 5年間（乾彰夫） 
Ⅱ 労働 
3 若年労働市場の格差と若者の抱摂・統合
（佐野正彦） 
4 若者は「働くこと」をどのように経験し
ているか（木戸口正宏） 
5 若者の社会的リスクに対する社会保障制
度の射程（樋口明彦） 
Ⅲ 家族 
6 若者の移行への出身階層の影響（横井敏
郎） 
7 若者たちの離家と家族形成（上間陽子・
乾彰夫） 
8 ひとり親世帯に育つ若者とその困難（安
宅仁人） 
Ⅳ 地域 
9 地域移動と初期キャリア（片山悠樹） 
10 沖縄の若者の特徴と課題（芳澤拓也） 
Ⅴ 学校 
11 学校経験と社会的不平等（藤田武志） 
12 大学大衆化時代の学びと生活（児島功
和） 
13 学校経験とその後の移行過程（竹石聖
子） 
Ⅵ 意識と人間関係 
14 若者の社会観・意識と変容（有海拓巳） 
15 若者の移行の背景・過程とソーシャル・
キャピタル（平塚眞樹） 
16 困難な暮らしに直面する若者たち（南出
吉祥） 
17 危機のなかの移行（本田由紀） 
 
（２）国際比較により日本の若者の移行の特
徴と課題を明らかにする 
①スイスとの比較 
 中等教育における職業教育比重が高く職
業資格による労働市場規制の強いスイスと、
中等教育における普通教育比重が高く資
格・職種による労働市場規制が弱い日本との



間での就労への移行の差異を明らかにする
ことを目的とした。Christian Imdorf (Basel 
University)との共同のもと、Transition 
from Education to Employment データを比較
対象とした。その成果は雑誌論文③として公
刊した。その概要として、両国とも中等教育
学歴での就労者の場合、普通教育のみの者に
非典型的雇用が多いものの、スイスでは中等
教育段階で職業資格を取得した者は高等教
育卒業者よりも初期段階で典型雇用の割合
が高いのに対し、日本では高学歴者ほど典型
雇用が多いことが確認された。このことは非
典型雇用が、日本では一般的劣位雇用的位置
にあるのに対し、スイスでは主に高学歴者の
入職初期に適用される試用期間的性格を持
つことが多いなど、労働市場内におけるその
位置づけの違いを示唆している可能性があ
る。 
②イギリスとの比較 
 不安定就労形態として失業は相対的に少
ないものの非典型雇用（非正規雇用）が大き
な割合を占めるとともに若年向け社会保障
制度の薄い日本と、非典型雇用よりは失業・
無業などの比重が高いとともに一定程度の
社会保障制度のあるイギリスとの間で、就
労・離家・家族形成などの移行諸側面にどの
ような違いが生じているかを明らかにする
ことを目的とした。Andy Furlong (Glasgow 
University)及び Andy Biggart (Queen’s 
University Belfast) との共同のもと、
Understanding Society の対応年齢層データ
を比較対象とした。その成果は本プロジェク
ト主催国際ワークショップ（2017 年 3月、法
政大学）で発表した。その概要として、イギ
リスでは一定期間のうちに非典型雇用から
典型雇用に移行する割合が高いとともに就
労形態の離家や家族形成などへの影響は限
られているが、日本では非典型雇用からの離
脱の割合が少ないとともに非典型雇用にい
る者の離家・家族形成の度合いが非常に低い
ことが明らかになった。このことは日本の非
正規雇用がその離脱可能性の困難とともに
他の移行をも妨げるものとなっていること
を示している。 
③ドイツとの比較 
 学力低位トラックの者たちの移行という
点で、ドイツにおいては低位 4分の 1程度を
占めるハウプトシューレ出身者の多くが職
業教育コースをとり職業資格を最終的に取
得している。これに対し日本の場合、中学校
時学力低位にいた者たちもそのほとんどが
高校に進学しかつその割合も普通科が多く
を占める。このような学校制度・教育内容等
の違いは移行にどのような影響を与えるか。
Jan Skrobanek (Bergen University、元German 
Youth Institute) 及 び Birgit Reissig 
(German Youth Institute)との共同のもと、
ハウプトシューレ卒業者を対象とした
German Youth Institute transition panel
データを比較対象とした。その成果は本プロ

ジェクト主催国際ワークショップ（2017 年 3
月、法政大学）で発表した。同じ程度の割合
の中学校時低位学力グループではあるが大
学等への進学割合は日本の方が高いなど、制
度の違いが移行に一定の影響を与えている
ことが明らかになったものの、職業教育・資
格などが与える影響の違いなどについては
明確な結果を得ることができなかった。今後
さらに検討を進める予定である。 
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